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・・・自分には祈る価値がない、自分には

祈る資格がない、と考えてしまうこともあ

ります。しかし、そう考えてしまうことも

誘惑の罠です。例えば水滴を考えてみまし

ょう。水滴はもともと水たまりや、あるい

は大きな海だったかもしれません。しかし

どんな水滴であっても、またその水滴がも

ともとどこから来たものであろうとも、蒸

発して空中へと立ち昇れば、

きれいな水となります。神へ

と立ち昇っていく祈りも同

じです。落ち込んでしまった時ほど、私た

ちは祈りが必要だと感じます。ある日クロ

ンシュタットのイオアンが感じたのも、や

はり祈りが特に必要である、ということだ

ったはずです。彼がある日祈っていた時、

悪魔はじっと彼を見つめていました。そし

て悪魔はつぶやくように言うのです。「お

前は偽善者だ。私はお前の考えはお見通し

だ。よくもそんな汚い心で、心はそんなこ

とばかり考えているのに祈れるものだ。」

イオアンは答えました。「私が今心の中で

考えていることに、自分は嫌悪感を抱いて

いるし、そのような考えと格闘している最

中である。ただ、それだからこそ私は神に

祈っているのだ。」 

よく使われるイイススの祈りであれ、他

のすでにある祈りであれ、そのような祈り

についてよく言われることがあります。そ

の祈りを自分が使ってよいものだろうか。

どうしたらその言葉を自分のものとして

唱えることができるだろ

うか、というものです。聖

人によって書かれた祈り、

祈りに卓越した人々によって書かれた祈

りがあります。そのような祈りは、聖人や

祈りに精通した人々の体験から生まれた

祈りです。そのような祈りを私たちが使っ

ていく中で確信できることがあります。そ

の確信とは、もしその言葉に十分注意を向

ければ、その言葉はやがて自分たちのもの

になるのだ、というものです。そしてその

確信にもとづき、私たちはやがて祈りの言

葉の根底にある感情に近づいていき、成熟

していくことでしょう。祈りの言葉は神の

恵みによって私たちを造り変えていくこ
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とでしょう。なぜなら神は私たちの努力に

応えてくださるお方ですから。イイススの

祈りについて考えると、ある意味もっと単

純に理解できます。なぜなら、自分の状況

が悪くなればなるほど、神の前に立って言

えることとは「キリエ・エレイソン」、つ

まり「主憐れめよ」でしかないことは容易

に理解できるからです。 

 私達は神秘的な照明体験を期待したり、

自分に何かが起きることを期待したり、身

震いするような体験が起きることをよく

期待します。それも期待することが許容さ

れる頻度を超えて、期待してしまうもので

す。しかしそれは間違いです。そのような

間違いを、私たちは他人との関係において

も犯してしまいます。そしてそれが原因で、

人との関係性をことごとく壊してしまう

こともあります。人と接する時、私たちは

特定の反応を期待してしまうものです。そ

して全く反応がなかったり、自分の期待し

ている反応ではないと、がっかりしてしま

ったり、ある特定の反応が返ってきたとい

う事実から目を逸らします。私たちが祈る

時、忘れてはいけないことがあります。そ

れは、人が神のもとに来るのを、神はその

人の意思に任せますが、その神もまた私た

ちとの関係において、自由な意思を持って

いらっしゃる、ということです。だからと

言って、神の自由意思は私たちのように恣

意的なものではありません。私たちは自分

の感情次第で、人にやさしくしたり、厳し

く接したりもします。神の自由意思はこの

ようなものではありません。だからと言っ

て、私たちが神のもとに来たから、あるい

は神の方を見ているからという理由だけ

で、神はそのお姿を私たちに現わさなけれ

ばいけないという義務が神の側に生じる

訳でもありません。神と人の関係において、

お互いのもとに来るにしても、そこから去

るにしても、どちらにしても神にも人にも

双方に自由な意思があります。それは忘れ

てはいけません。自由意思は大変重要です。

なぜなら、本当の人格的な関係性とは、こ

の自由意思の上に成り立つからです。 

 かつてこのような若い女性がおりまし

た。彼女は祈りの生活を通して、神が非常

に親しく近い存在であると感じていまし

た。ところが突然、神と触れ合えなくなっ

てしまいました。しかし、彼女は神を見失

ってしまった悲しみよりも、それ以上にあ

る恐れを抱きました。それは神の不在をご

まかすために、代わりに神のまやかしの存

在を自分でつくり出してしまわないかと

いう恐れです。彼女がなぜこのような恐れ

を抱いたのかというと、神の臨在も不在も

共に大切なことを教えてくれるからです。

神がそばにいらっしゃるにしろ、そうでな

いにしろ、神のありありとした臨在と不在

は、そもそも神が実在するということ、そ

して祈りの中でもたらされる神と私たち

との関係が抽象的なものではなく具体的

なものである、ということを証する最良の

証拠となるのです。 

 そのため、私たちは神に祈りを献げられ

るよう心を整え、神がどのようなことを与

えてくれるにしても、それを受け入れる心

ができていなければいけません。神に邁進

する生活の基本とはこのようなものです。

私たちは神の方向へ向かっていく闘い、自

分の中にある不明瞭なもの、神の方を見る

ことを妨げるものと立ち向かう闘いの中

にいます。そのような闘いの中にあって、

全く能動的であることもできませんし、全

く受動的であることもできません。まず、

私たちは能動的であることはできません。

なぜなら、自分を奮い立たせたり、自分の

努力だけでは、私たちは自分で天に昇って

いくことはできませんし、神を天から引き

ずり下ろすこともできないからです。しか

し、私たちはただ受動的になり、何もしな

いでいることもできません。なぜなら神は

私たちを客体、単なる対象として扱うこと

はないからです。もし私たちが神から影響

を受けているだけであるとすれば、そこに

真の関係性はありません。霊的な向上を目

指す姿勢とは、寝ずの番をするようなもの
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です。寝ずの番をする兵士は、夜中にでき

るだけ静かに、できるだけ注意深く立って

います。自分の周りに起こることは、どの

ようなことであろうとできるだけ意識し

ます。そして起こり得るどのようなことに

対しても、的確にすばやく反応する準備を

整えています。ある意味、この兵士は能動

的とは言えません。なぜなら彼は立ってい

るだけで何もしていないからです。また一

方で、彼は非常に能動的であるとも言えま

す。なぜなら周りの状況に注意を向け、完

全に心を落ち着かせているからです。この

兵士は耳と目を活用し、知覚を研ぎ澄ませ、

どんなことが起ころうともそれに備えて

いるのです。 

 内なる生き方、自分の魂を見つめる霊的

な生き方 inner life においても全く同じ

ことが言えます。私たちは完全な沈黙の中

で、冷静さの中で、注意深く、かき乱され

ることなく、神の前に立たなければいけま

せん。私たちは何時間も、あるいはもっと

長い期間にわたって待ち続けるかもしれ

ません。しかし注意深くいることが報いら

れる時がやがて来ます。なぜなら、やがて

は何かが起きるだろうからです。もし、こ

こで再び注意深く用心深くあろうとすれ

ば、私たちは自分の身に起こることはどの

ようなことであっても待ち構えていれら

れるようになります。もはや特定のことを

期待するのではありません。神から贈られ

る体験は、どのようなものであろうとも、

それを受け入れる覚悟がなければいけま

せん。しばらくの間祈ったことによって心

の暖かさが感じられたならば、私たちはい

とも簡単に誘惑に陥ってしまいます。それ

はあくる日、同じことが再び起こるだろう

ということを期待して、神のもとに来てし

まう、という誘惑です。過去に心の暖かさ

を感じて、あるいは涙を流して、あるいは

悔い改めて、喜びをもって祈ったことがあ

るなら、過去に経験したその体験を求めて

神のもとに来てしまいます。そしてあまり

にも頻繁に過去の体験を求めるあまり、私

たちは新たな神との触れ合いを逃してし

まっているのです。 

 神が私たちのもとにいらっしゃるとき、

それは様々な在り方をとることを見出す

でしょう。喜びかもしれませんし、恐れか

もしませんし、悔い改めや他のかたちをと

るかもしれません。忘れてはいけないこと

があります。それは、今日これから私たち

が感じ取ることになるものは、私たちにと

って未知のものである、ということです。

私たちが昨日知ったお方としての神は、明

日私たちの前に現われるお方としての神

ではないのです。(終わり)

臨
時
公
会 

  

９
月
28
日(

木)

、
東
京
ニ
コ
ラ
イ
堂
に
て
臨
時

公
会
が
開
か
れ
、
札
幌
管
轄
か
ら
後
藤
神
父
、
パ
ル

メ
ン
傳
法
執
事
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
仙
台
の
セ
ラ

フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
が
日
本
正
教
会
の
首
座
主
教

に
全
会
一
致
で
選
出
さ
れ
、
10
月
22
日(

日)

に
着

座
式
が
ニ
コ
ラ
イ
堂
に
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
新
た
に
府
主
教
に
な
ら
れ
る
セ
ラ
フ

ィ
ム
座
下
か
ら
「
日
本
教
会
の
維
持
に
努
め
た
い
」

と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。(

エ
フ
レ
ム) 

 

永 

眠 

 

ナ
タ
リ
ヤ 

酒
井 

修
子
姉(

55
歳) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

札
幌
教
会 

 
 

ウ
ェ
ラ
加
來
敦
子
姉
の
ご
息
女
で
あ
ら
れ
、
ご

自
宅
で
闘
病
さ
れ
て
い
た
ナ
タ
リ
ヤ
姉
が
９
日

(

土)

永
眠
さ
れ
、
札
幌
教
会
の
聖
堂
で
11
日(

月)

に
通
夜
パ
ニ
ヒ
ダ
、
12
日(

火)

に
埋
葬
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
ナ
タ
リ
ヤ
姉
の
霊
の
永
遠
の
安
息

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

 

永
遠
の
記
憶 
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９
月
９
日
（
土
）、
10
日
（
日
）
の
日
程
で
、
釧

路
、
函
館
、
上
磯
、
小
樽
、
札
幌
の
各
教
会
神
品
お

よ
び
聖
歌
リ
ー
ダ
ー
が
札
幌
教
会
に
集
ま
ら
れ
て
標

記
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
の
研
修
目
的
①
【
聖
体
礼
儀
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
】
講
義
は
初
日
、
内
田
神
父
様
か
ら

「
奉
神
礼
神
学
と
は
」
の
資
料
に
よ
り
〝
礼
拝
の
構

造
〟
お
よ
び
〝
教
会
生
活
に
お
け
る
そ
の
重
要
性
〟

を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
こ
の
資
料
は
と
て
も
参
考
に
な
る
内
容
で
す

の
で
興
味
の
あ
る
方
は
後
藤
神
父
ま
た
は
聖
歌
リ
ー

ダ
ー
ま
で
お
申
し
出
の
う
え
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
） 

２
日
目
は
「
祈
祷
の
構
造
に
つ
い
て
」
の
資
料
に

よ
り
〝
聖
体
礼
儀
の
成
り
立
ち
や
仕
組
み
〟
に
関
し

て
少
し
難
度
の
高
い
内
容
で
は
あ
り
ま
し
た
が
詳
し

く
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

研
修
目
的
②
【
リ
ー
ダ
ー
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
す
】
実
技
講
習
で
は
初
日
、
参
加
者
を
２
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
、
講
師
二
人
が
指
導
す
る
別
々
の

新
た
な
聖
歌
を
入
れ
替
わ
り
で
練
習
し
ま
し
た
。 

前
晩
祈
祷
は
祈
祷
を
３
パ
ー
ト
に
分
け
て
札
幌

の
聖
歌
奉
仕
者
も
加
え
た
３
グ
ル
ー
プ
で
、
指
揮
も

３
人
の
リ
ー
ダ
ー
で
分
担
し
て
奉
仕
し
ま
し
た
。 

２
日
目
の
聖
体
礼
儀
も
３
パ
ー
ト
に
分
け
て
前

晩
祈
祷
と
同
様
に
奉
仕
を
行
な
い
ま
し
た
。
研
修
の

最
後
に
次
回
の
開
催
方
法
、
釧
路
で
開
催
の
聖
歌
研

修
会
で
取
り
組
み
た
い
こ
と
な
ど
討
議
が
行
な
わ
れ
、

今
回
の
研
修
の
ま
と
め
が
あ
っ
て
す
べ
て
の
日
程
を

終
了
し
ま
し
た
。 

※
２
日
目
の
講
義
終
了
後
、
研
修
会
場
の
床
カ
ー
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ペ
ッ
ト
張
替
え
工
事
準
備
の
た
め
に
参
加
者
の
皆
様

で
会
議
テ
ー
ブ
ル
を
ス
テ
ー
ジ
上
へ
移
動
す
る
お
手

伝
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
疲
れ
の
と
こ
ろ

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
パ
ル
メ
ン 

傳
法 

肇
） 

婦
人
会
だ
よ
り 

 

【
絨
毯
張
り
替
え
】 

信
徒
会
館
の
2
階
の
絨
毯
の
張
り
替
え
が
済
み
、

綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。 

【
婦
人
会
総
会
】 

10
月
29
日
（
日
）
聖
体
礼
儀
の
あ
と
婦
人
総
会

を
開
き
ま
す
。
多
数
の
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

【
清
掃
奉
仕
日
】 

9
月
6
日
清
掃
奉
仕
日
に
8
名
お
手
伝
い
頂

き
、
前
庭
の
草
取
り
や
信
徒
会
館
の
蔦
の
根
元
を
切

る
な
ど
の
作
業
を
し
ま
し
た
。
奉
仕
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 【
は
ぎ
の
会
】 

9

月

20

日
に
は

4
年
ぶ
り
に
は
ぎ
の

会
を
開
催
し
、
8
名
の

方
に
来
て
頂
き
ま
し
た
。

モ
レ
ー
ベ
ン
の
後
昼
食

を
頂
き
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
近
況
を
報
告
し
、

青
山
兄
の
伴
奏
で
懐
か

し
い
歌
を
歌
い
、
招
待

客
自
ら
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

も
あ
り
、
な
ご
や
か
な

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。当
日
、

白
岩
明
子
姉
か
ら
差
し

入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

(

パ
ラ
ス
ケ
ワ 

中
野 

良
恵)


